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資料4－2  

看護師等養成所の運営に関する指導要領  別表2  
助産師教育の基本的考え方 改正案  
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資料4－3  

看護師等養成所の運営に関する指導要領  別表2  
助産師教育内容、留意点 改正案  

教育内容  単位数   留意点  教育内容  単位数   留意点   

碁石楚助産学  6  

助する活動である助産の基礎について学ぶ内容と  援する活動である助産の基礎について学ぶ内容と  
する。  する。  

生命倫理、乳幼児の成長発達等を強化する内容と  
助産学概論、生爺倫理、性と生殖の形態・機能、  する。  
母性に関する心理・社会学、乳幼児の成長発達等  
を含む内容とする。  母性・父性を育むことを支援する能力を養う内容  

とし、また家族の心理・社会学的側面を強化した  
内容とする。  

母性の心理・社会学に加え、父性を含む家族の心  
理・社会学的側面を強化した内容とする。  チーム医療や関係機関との調整・連携について学  

ぶ内容とする。  

助産診断・   6  助産診断・  6  

技術学  助産の実践に必要な基本的技術を強化する内容と   技術学  るために演習等の充実を図り、助産の実琵割こ必要  
する。  な基本白勺技術を強化する内容とする。  

妊婦・じょ＜婦・新生児の健康状態に関するアセ  
助産師として必要な相談技術、特に心理面の対応  スメント及びそれに茎つく支援を強化する内容と  
の技術を強化する内容とする。  する。  

妊産婦の主体性を尊重した出産を支援する能力を  
責う内容とする。  

ロ  
礎的知識を学ふ内容とする。  を提供できるための能力を責うとともに、他職種  

と連携・協働しながら地域の母子保健を推進する  
ための能力を蓋う内容とする。  

助産管理  助産管理  助産業務の管理及び8力産所の運営の基本を学ぶ内  
容とする。  容とする。  

周産期における医療安全の確保と医療事故への対  
応について学ぶ内容とする。   

臨地実習   8  助産診断・技術学、地域母子保健及び助産管理の   臨地実習   9  助産診断・技術学、地土或母子保健及び助産管理の  
実習を含むものとする。  実習を含むものとする。   

助産学実習  分べんの取扱いの実習については、分べんの自然  助産学実習  分べんの取扱いの実習については、分べんの自然  
な経過を理解するため、助産師又は医師の監督の  な経過を理解するため、助産師又は医師の監督の  
下に、学生1人につき正常産を10国程度直接取扱  下に、学生1人につき正常産を10回程度直接取扱  
うことを目安とする。  うことを自安とする。耳又り扱う分べんは、原則と  

して正期産・結膜分べん・頭位単胎とし、分べん  
第1朋から第4期までとする。  

実習期間中に妊娠中期から産後1ケ月まで継続し  
て受け持つ実習を1例以上行う。  

妊娠期や産じょ＜期・新生児期のアセスメントや  
支援を行う能力を強化する実習を含む内容とす  
る。   

総計   
720時間以上の講義・実習等を行うものとす  

22   る。  総計   23  

※ 「看護師等養成所の運営に関する手引き」の改正   

「分べん第1期のアセスメント及び支援ができ、分べん介助の途中で吸  
引分べん、甜子分べんに移行した場合は、分べん10回程度に含むものと  
する」を追加。  
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資料4－4  

助産師教育の技術項目と卒業時の到達度（案）  

■卒業時の達成度レベル  
Ⅰ：少しの助言で自立してできる Ⅱ：指導の下でできる Ⅲニ学内演習で実施できる Ⅳ：知識としてわかる  

4   



大項目（項目数）   中項目   No   技術の種類   
卒業時の  

到達度   

4．女性のケア  A．思春期女性  43  思春期特有の悩みや相談への対応   Ⅳ   
（28）   の支援   

44  妊娠可能性のある思春期男女に健康な周産期を迎えるための学習や支援   Ⅳ  

45  年齢に応じた身体発育状態のアセスメントと支援   Ⅳ  

46  二次性徴の発現に遅れ力である時の医学的介入の必要性のアセスメント   Ⅳ  

47  成長発達に関係する生活習慣のアセスメントと支援   Ⅳ  

48  思春期女性をとりまく家族や教師に対する支援   Ⅳ  

B．女性とパー  
トナーに対する 支援   

援助   Ⅳ  

立能力のない男女に対する妊娠継続t出産・育児に必 

E．女性の性感  Ⅳ  

染症に関する予 防と支援   Ⅳ  

66  検査結果に応じた相談と継続支援   Ⅳ  

67  パートナーの理解と支援を得るための援助   Ⅳ  

68  性感染症予防のための地土或への告発活動の参画   Ⅳ  

F．月経障害を  
持つ女性に対す  
る支援   70  月経障害を緩和するための指導と日常生活の支援   Ⅱ   

5．出産・育児期の家族ケア（5）   71  出生児を迎えた生活環境や生活背景のアセスメント   

72  家族メンバー全体の健康状態と発達課題のアセスメント   

73  新しい家族シ 変化のアセスメント   Ⅱ  

74  家族間の人間関係のアセスメントと支援   Ⅱ  

75  地士或社会の資源や機関を活用できる支援   Ⅰ   

6．地域母子保健におけるケア   76  保健・医療・福祉関係者との連携   Ⅰ   

（4）  77  地士或の特性と母子保健事業のアセスメント   Ⅰ  

78  消費者グループのネットワークヘの参加とグループ支援   Ⅳ  

79  災害時の母子への支援   Ⅳ   
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資料4－5  

助産師教育の望ましい単位数  

改正案   

教育内容   単位数  教育内容   
望ましい  
単位数   

基礎助産学   6  基礎助産学   8   

助産診断・技術学   6  助産診断・技術学   10   

地域母子保健   地域母子保健   2   

助産管理   助産管理   2   

臨地実習  臨地実習  

助産学実習   8  助産学実習   12   

総 計   22  総 計   34   

（6〕   




